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センター長がブレーキをかけ

た日

ある日、小さな相談センターで起きた出
来事。それは、一見シンプルな「荷物ト
ラブル」のように見えました。しかし、
センター長が耳を傾けたとき、そこには
深い人間の痛みと、誤解の連鎖が隠され
ていたのです。
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突然の相談

むかし、小さなアパートに、AさんとBさんがい
っしょに住んでいました。ある日、Aさんが不安
そうな表情でセンターにかけこんできました。

「Bさんの荷物が部屋にたくさん残っていて、動
かせなくて困っているんです…」Aさんの声には
切迫感がありました。センター長は静かに話を
聞き始めました。

Aさんの訴え

「荷物が邪魔で生活できない」

センターへの期待

「早く解決してほしい」
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見えない真実

センター長はAさんの話を聞いて、「大変だ」と思いました。でも
、このときは、まだ本当のことが見えていませんでした。

経験豊富なセンター長でさえ、最初の訴えだけでは全体像をつかめ

ません。トラブルの背景には、いつも語られない「もう一つの物語

」があるものです。

不完全な情報

一方的な訴えだけでは判断できない

見えない背景

なぜBさんは荷物を取りに来ないのか？

https://gamma.app/?utm_source=made-with-gamma


preencoded.png

管理会社からの電話

数日あと、アパートの管理会社から電話がきま
した。「Bさんの荷物を勝手にすてられなくて
困っています」

センター長は驚きました。管理会社も同じ問題
で悩んでいたのです。しかし、ここで重要な判
断を迫られることになります。

法的な視点：他人の所有物を勝手に処分することは、たとえ迷惑をかけられていても法律違反になる可能性があります。
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ブレーキをかける決断

センター長の言葉

「Bさんが"いらない"と言うまで何もしないでください」

センター長ははっきりと伝えました。焦る気持ちを抑えて、
Bさん本人の意思を確認することが何より大切だと考えたのです。
01

本人確認の原則

所有者の意思を直接聞く

02

権利の尊重

どんな状況でも財産権を守る

03

慎重な対応

急がず、丁寧に進める
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Bさんの沈黙の理由

次に、センター長はBさんに電話しました。す
ると、Bさんはしずかな声で話し始めました。

その声には、長い間抱えてきた苦しみが滲んで
いました。センター長は息をひそめて、一言一
言を真剣に受け止めました。

「実は、話せなかった理由があるんです…」
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繰り返された非難

「ぼくはAさんに、何度も"悪い人"だと言われてきました。前に荷物を取りにいっただけで、ストーカーと呼ばれたんです」

Bさんの言葉は震えていました。過去に警察を呼ばれたこともあったそうです。自分の荷物を取りに行っただけなのに、誤解され、

傷つけられてきた経験。その痛みは、Bさんの心に深い傷を残していました。

1最初のトラブル

荷物を取りに行く→ 「ストーカー」と呼ばれる

2 警察の介入

通報される→ 誤解を解く機会もない

3心の傷

何をしても「悪者」にされる恐怖
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行動できない理由

「だから、Aさんの家に行って荷物を取るのもこわい。『盗ん
だ』と言われたら、ぼくは何も言えません」

Bさんの頭の中には、また誤解され、非難される自分の姿が浮
かんでいました。鍵のかかった扉を前に、立ちすくむしかない
。正当な権利があっても、それを主張することさえ恐ろしいの
です。

誤解への恐怖

「また悪者にされる」

自己防衛

「関わらない方が安全」

諦めの気持ち

「権利を主張できない」
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苦渋の決断

「荷物はぜんぶ、すてたことにします。その方が安全です」

そしてBさんは言いました。大事な本、思い出の工具、日々の衣服。
それらすべてを手放す覚悟を決めたのです。

なぜなら、物質的な損失よりも、再び非難され、傷つけられるリスクの方が、Bさ
んにとってははるかに重かったから。自分を守るために、自分の権利を放棄する。
それは、とてもまじめで、苦しい決断でした。

100%

失われる物

すべての所有物

0%

心の安全

これ以上傷つかないために
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センター長の気づき

センター長はびっくりしました。
でも、Bさんの気持ちは、とてもまじめで、
苦しい決断でした。

一つの「荷物トラブル」の裏に、こんな
にも深い人間の痛みが隠れていたこと。
もし話を聞かずに急いで処理していたら
、Bさんの心はさらに深く傷ついていたで
しょう。

大切なこと
表面的な解決ではなく、双方の声を聞くこと

学んだこと
「ブレーキをかける」勇気が、誰かを守ることもある

この出来事は、センター長にとって忘れられない教訓となりました。急がず、耳を傾けること。
それが、本当の問題解決への第一歩なのです。
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予期せぬ電話

物語は解決に向かっていると思われたその時、センター長の電話が鳴り響きました。
受話器の向こうから聞こえてきたのは、
Bさんのお父さんの怒鳴り声でした。

お父さんの主張
「荷物まとめて、うちに送ってくれたらええねん！
なんでそんなに手間取るんや！」

困惑する現場

突然の強い口調に、センター長は受話器を握りしめたまま
困った顔を浮かべます。無理やり荷物を送り返せば、また
新たな争いの火種になりかねません。その場は一瞬にして
緊張感に包まれました。
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譲れない一線

相手の勢いに押されそうになる場面ですが、センター長の声は震えませんでした。彼は静かに、しかし力強く言葉を返します。

「それはできません。Bさんの気持ちが一番大事です」

センター長は片手を前に出し、心の中で「スト
ップ」の合図を送ります。それは単なる拒絶で
はなく、Bさんの「本人の意思」という大切な旗
を守るための、勇気ある防衛戦でした。

誰かの都合で無理やり解決させることは、
本当の解決ではないのです。
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心のブレーキ

センター長の毅然とした態度に、電話の向こうの空気も変わりました。一瞬の沈黙の後、お父さんの声から力が抜けていきます。

「……わかった。もうせえへん」

赤：危険な怒り

加速して制御を失いそ
うな瞬間

青：安全な鎮め方

冷静にブレーキをかけ
る切り替え
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静かな退去の日

ついに退去の日がやってきました。部屋に残された荷物を、Aさんと業者さんが次々と運び出し

ていきます。トラックの荷台はすぐにいっぱいにまりました。

しかし、そこにBさんの姿はありません。騒がしい作業現場から少し離れた場所で、Bさんはただ静かに空を見上げ

ていたのかもしれません。過去の荷物を見送ることで、心の重荷も一緒に手放そうとしているようでした。
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安らぎという対価

すべての作業が終わったあと、Bさんは請求書を見ながら、ふっと
小さく笑って言いました。

費用のこと
「Aさんのガラクタが実家に送られてくるくらいなら、この費用
のほうが安いですよ」

未来のこと
未来のトラブルが消え、心の平穏を買ったと思えば、それは決し

て高い出費ではありません。

目の前には、厄介ごとが片付いたあとの「光の道」が続いているよ

うです。お金では買えない安心感が、Bさんの表情を明るく照らし
ていました。
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見守るという支援

すべてを見届けたセンター長は、心の中で深く頷きました。

人を助けるって、たくさん動くことじゃない。ときには“むやみに動かない”ことも、大事な助け方なんだ。

暴走しそうな列車を止めるように、そっとブレーキをかける役目。派手な活躍ではないけれど、それが誰かの人生

の軌道を守ることもあるのです。

その日は、静かに、けれど確実に誰かを守ったセンター長にとって、忘れられない一日となりました。
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